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「広報におけるコミュニケーションルール~子、ィスコミュニケーションの回避に向けて~J研究会

は、 2009年度自由研究として活動を行った。メンバーは総勢8名である。

メンバー各氏の論考中でも触れられているが、当研究会は、 2007~2008 年度にかけて行わ

れた広報におけるテ、イスコミュニケーション研究部会をその前身としている。

そのため、研究会初期の論点は、当研究会から参加されたメンバーと、広報におけるディスコ

ミュニケーション研究部会から継続参加しているメンバーとの間で、「デ、イスコミュニケーションと

は何か」としヴ定義づ、けをめぐるものであった。議論を重ねれば重ねるほど、テ、イスコミュニケーシ

ヨンについてのメンバー聞の認識が多様であり、まさ!こ研究会メンバー内でのデ、イスコミュニケー

ションを減らしてし1くことが課題だったので、ある。

当研究会の名称は、前述の通り広報におけるコミュニケーシヨンルール研究会で、あるが、上記

の経緯もあり、この中間報告書ではテ、イスコミュニケーションとコミュニケーションルールの双方の

テーマが混在する形となってしまった。全体的な統一性が欠けている点は否めないが、今回はメ

ンバーの問題意識を提示しあうことを主目的とした。すでに2010年度も学会より継続研究が認

められており、体系的なまとめは第二期終了後に行いたいと考えている。

2009年度の活動では、 2名のゲストスピーカーをお迎えした。東京経済大学コミュニケーシヨ

ン学部准教授の駒橋恵子氏とジャーナリストの木野活明氏である。

駒橋氏には、学会賞の優秀研究奨励賞を受賞されている『報道の経済的影響~市場のゆら

ぎ増幅効果~Jlを講義いただいた。 木野氏には、少年犯罪や JR 西日本の事故報道などを題材

に、雑誌報道は真実をどのように伝えようとしたかについて教示いただいた。この場を借りて、両

氏のご協力に厚く御礼申し上げたい。

伝わらないこと、伝えようとしないことという観点から広報活動を考えようという当研究会の活

動が、わずかでも学会研究の一助となる事を念じて止まない。

2010年 7月

広報におけるコミュニケーションルール研究会

主査 河合秀樹
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